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「やんばる」とは？

「やんばる（山原）」とは

「山々が連なり、鬱蒼とした常緑広葉樹
の森が広がる地域」という意味を持ち、
具体的には豊かな森と山々が連なる沖縄
本島北部一帯を指す言葉

離島も含めた12市町村

沖縄県北部地域の1市2町9村の地域

沖縄やんばるDMOの
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やんばる観光はいま、大きな転換点に！

これまで以上に、「大きな期待」がやんばるに寄せられています！
世界自然遺産やんばるを知ろう｜やんばる３村観光ポータルサイト

クルーズ船寄港予定 | 那覇港管理組合｜海外・国内と沖縄を結ぶ物流拠点 Okinawa-Amami_STORYBOOK.

世界自然遺産

クルーズ船寄港・本部港の活用 インバウンド回復・拡大

ジャングリア沖縄

画像引用元々URL：
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https://yambaru3-kanko.com/sekaiisan/
https://nahaport.jp/users/kyakusen/
https://nahaport.jp/users/kyakusen/
https://nahaport.jp/users/kyakusen/
file:///C:/Users/rikiy/AppData/Local/Temp/MicrosoftEdgeDownloads/b98720af-3f66-45ef-b8d3-030f2544f927/01_Okinawa-Amami_STORYBOOK.pdf
file:///C:/Users/rikiy/AppData/Local/Temp/MicrosoftEdgeDownloads/b98720af-3f66-45ef-b8d3-030f2544f927/01_Okinawa-Amami_STORYBOOK.pdf
file:///C:/Users/rikiy/AppData/Local/Temp/MicrosoftEdgeDownloads/b98720af-3f66-45ef-b8d3-030f2544f927/01_Okinawa-Amami_STORYBOOK.pdf
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「DMO」とは？ （Destination Management／Marketing Organization）

地域が一体となって、観光を活用した地域づくりを行う「観光地域づくり法人」

DMO形成を地域活性の起爆剤に
地方創生（持続可能な地域づくり）のツールとして「観光」を活用する

出所：観光庁

沖縄やんばるDMOの
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出所：沖縄県企画部統計課より作成

沖縄やんばるDMOの設立背景
これまで、北部地域の素通り観光や宿泊日数の増加、周遊促進など広域的な課題解決に向け、DMOの設立が検討されてきました。

• 各市町村が単独で解決できない広域的な観光課題が存在

‒ 観光による地域進行、北部地域全体への周遊促進、
滞在型観光の推進。

• 限定的な地域経済への波及効果
‒ 年間450万人以上の観光客が訪れているが、二次交通や旅マ
エの情報発信不足により、宿泊日数が短く、観光消費による
地域経済への波及効果が限定的。

2,130 2,143 2,168 2,225 2,141

中部 南部 宮古 八重山北部

県全体
2,249

令和4年度市町村別県民所得（単位：千円）

• 観光を軸に北部12市町
村が連携し、 北部地域
全体の所得の向上と経
済効果の最大化を図る
ための中核組織として、
地域連携DMO（沖縄や
んばるDMO）の設立が
検討されてきた。

やんばる地域における観光課題 沖縄やんばるDMO設立へ
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沖縄やんばるDMOが実施する事業の全体図
やんばる地域を対象地域として、「マーケティング事業」と「マネジメント事業」の２つの観点から事業を展開する。

沖縄やんばるDMOの事業内容

やんばる地域に観光客を誘客するための事業
（マーケティング事業）

観光客（市場）誘客を目的に①～⑤の事業を実施

持続的な観光地を形成するための事業
（マネジメント事業）

観光客・地域住民・事業者向けに①～④の事業を実施

①受入環境整備

②地域理解促進

③人材育成・確保

④ルール・マナー等の
整備・発信

二次交通の整備 インバウンド対応

観光案内

住民への理解促進 生活環境の保全

地域観光人材育成・確保

観光ルール・マナーの
整備促進

観光危機管理体制
の整備

②マーケティング・
ブランディング

①市場調査

④一般消費者向け活動

観光動向の分析 分析結果の共有

観光ウェブサイト構築・運営による情報発信

イベント・旅行博
への出展

観光客への情報発信

広報ツール作成

やんばる地域のブランド構築・開発

⑤観光事業者向け活動

③商品開発 地域内周遊商品の開発（テーマ別）

旅行会社・メディアへの働きかけ

6※2025年度から、北部広域市町村圏事務組合がリーディング事業として先行して事業スタート
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沖縄やんばるDMO設立準備委員会

区分 氏名 役職

行政 渡具知 武豊
北部広域市町村圏事務組合
理事長

観光協会 比嘉 明男 沖縄北部地域観光協会 会長

観光施設

湧川 盛順
一般財団法人沖縄美ら島財団
理事長

佐藤 大介
株式会社ジャパンエンターテイメント
取締役副社長

宿泊施設 前田 裕子
株式会社前田産業ホテルズ
取締役会長

交通
事業者

山城 克己
一般社団法人沖縄県バス協会
会長

スポーツ 當山 智士
ツール・ド・おきなわ
大会実行委員長

学術機関 林 優子
公立大学法人名桜大学
副学長

第1回 2025年6月17日

第2回 2025年12月2日

第3回 2026年1月14日

第4回 2026年2月24日

北部広域市町村圏事務組合DMO設立準備プロジェクトチームが事務局となり
多様な地域内外の観光関係者による準備委員会でDMOの設立に向けて議論を重ねてきました。

7



8

沖縄やんばるDMOの設立

一般社団法人 沖縄やんばるＤＭＯ
2026年3月5日   設立

北部広域市町村圏事務組合 沖縄北部地域観光協会 公立大学法人名桜大学

名護市
観光協会

国頭村
観光協会

大宜味村
観光協会

東村観光
推進協議会

今帰仁村
観光協会

本部町
観光協会

恩納村
観光協会

宜野座村
観光協会

金武町
観光協会

伊江島
観光協会

伊平屋島
観光協会

いぜな島
観光協会

観光協会
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1.Why？
2.What？
3.How？



来た時よりもより美しく
世界に誇るやんばるの「生命の輝き」を未来へ繋ぐ

（いのち）

Why ?
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沖縄の始まりが「やんばる」にある
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1.Why？
2.What？
3.How？



市町村では解決できない
広域的で公益的な課題解決

〜観光の力で地域の力を解き放つ 〜

What ?
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“沖縄県北部地域の12市町村（以下、「やんばる

地域」という）の地域の行政機関及び民間事業者、

教育機関が一体となり、やんばる地域の自然・文

化・住民生活と調和した持続可能な観光地域づくり

を推進することにより、観光を通じてやんばる地域

の本質的価値を世界へ提供し、地域の所得と幸福度

及び観光客の満足度の向上を図るとともに、経済効

果の最大化と環境負荷の最小化を両立させ、地域と

来訪者が共に幸せを分かち合う豊かな未来の実現に

寄与することを目的とする。”

沖縄やんばるDMOの目的

>

キーワード

• 自然・文化・住民生活と調和

• 持続可能な観光地づくり

• やんばるの本質的な価値の提供

• 地域の所得の向上

• 幸福度の向上

• 経済効果の最大化

• 環境負荷の最小化

• 地域と来訪者がともに幸せを分かち合う

一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ 定款
第１章 総 則 第３条 （目的）

地域が一体となって観光の力で、
住む人も、来る人も、働く人も、Happyに！ 14
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（案）
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（案）

目指す姿:観光収益の一部が自然保

護活動に還元される仕組みを確立。
旅行者は環境保全のルールを理解・
遵守し、住民は観光客を温かく迎え

入れる。「環境・住民への負荷」が
最小化され、共存共栄が実現された
未来。

目指す姿:表層的な観光ではなく、

やんばるの自然の奥深さや文化の豊
かさに触れる本物の体験が提供され
る。「脆弱な受入環境」が改善され、

質の高いおもてなしにより、旅行者
が生涯忘れられない思い出を持ち帰
る未来。

目指す姿:観光客が地域全体を周遊

し、宿泊、飲食、体験活動など多様
な消費を行うことで、中小事業者や
農林漁業者にも経済的な恩恵が行き

渡る。「観光需要の偏在化」が解消
され、誰もが観光産業の担い手とな
れる未来。



1.Why？
2.What？
3.How？
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略
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PDCAを回す

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると

How ?



観光業という
業種がない？

観光の仕事を始めて

最初の驚き

観光業は、日本標準産業分類※で
ひとつの業種として分類はされていない。

※ 参照： https://ja.wikipedia.org/wiki/日本標準産業分類
日本標準産業分類とは、日本における産業分類のうち20世紀半ばに成立して現在用いられているもの、標準産
業分類の日本版を指す。日本の公的統計における産業分類を定めた総務省告示であり、統計調査の結果を産業別
に表示する場合の統計基準として1949年（昭和24年）10月に設定されて以来、改定が重ねられてきた。
農業・建設業・製造業・卸売業・小売業・金融業・医療・福祉・教育・宗教・公務などのすべての経済活動を、
大分類・中分類・小分類・細分類の4段階に分類している。

現状把握
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%A8%99%E6%BA%96%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%88%86%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%A8%99%E6%BA%96%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%88%86%E9%A1%9E


やんばる観光データポータルサイト
Yambaru Tourism Data Portal

現状把握
https://yambaru-tour.net/business/dmp/
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https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/


やんばる内を36エリアに分けて
約160箇所に告知QRコードを設置

月次更新の詳細分析
ダッシュボード

日時更新の簡易分析
ダッシュボード

（ 2025年10月1日
〜2026年2月28日）

アンケート収集数

6,011件

アンケートデータ

GitHub上に

オープンデータ化

現状把握

学術研究、学校の授業、ハッカソンイベント等
自由に活用可能

12市町村別、36のエリア別で分析可能

旅行形態 / 目的 / 宿泊数 / 消費額 / 満足度 / 推奨意向 / 情報収集方法
観光地に改善点や求める事などを把握できるダッシュボード

Yam-D 観光客の実態把握

21



12市町村別、36のエリア別で分析可能

Yam-D 宿泊の実態把握

過去の実績と、90日先までの宿泊予約状況の
分析ダッシュボード 平均単価とOTA客室稼働率

日毎、月毎の宿泊実績

宿泊予約サイトの

クローリング

正値なものではなく
あくまで傾向分析ツールとして提供

クローリングデータ

合 計

軒数
客 室 数 収容

人数和 洋 計

沖
縄
本
島
（
北
部
）

1名護市 211 75 3,530 3,605 11,453

2国頭村 38 63 327 390 1,251

3大宜味村 28 13 27 40 224

4東村 26 13 82 95 407

5今帰仁村 264 35 790 825 3,844

6本部町 398 134 2,387 2,521 10,888

7恩納村 402 244 5,839 6,083 21,916

8宜野座村 30 33 112 145 646

9金武町 59 27 282 309 1,180

小 計 1,456 637 13,376 14,013 51,809

離
島
（
北
部
）

10伊江村 31 57 148 205 605

11伊平屋村 18 69 63 132 662

12伊是名村 18 78 64 142 400

小 計 67 204 275 479 1,667

合計 1,523 84113,65114,492 53,476

現状把握
やんばるエリア１日あたりの宿泊キャパシティ

宿泊予約サイト

令和6年宿泊施設実態調査結果
（令和7年6月25日発表）
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Yam-D 収集・可視化データ一覧 現状把握

23
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やんばる地域の観光来訪状況（来訪の経緯）

やんばる地域の観光需要ポテンシャル

沖縄県の宿泊旅行者のうち、旅程の中でやんばる地域への来訪を検討した人は62％。来訪を検討した後に実際に来訪をした人は沖縄県宿泊旅行者の53％、来訪をしなかった人は9%を占める。
やんばる地域への来訪を検討したが来訪しなかった理由として公共交通を理由の一つにしている人が1～2割程度いる。

出所：沖縄やんばるDMOブランディング調査アンケート（2025.10頃実施、2020.1から2025.9までに沖縄本島へ観光目的の旅行を行ったある20歳以上(沖縄県居住者除く）が対象）
※市町村別に検討有無（来訪有無）を聴取しており、北部12市町村のいずれかを検討（来訪）した人を検討（来訪）した人として集計

42％

36％

21％

11％

12％

9％

12％

8％

6％

9％

7％

9％

7％

7％

4％

旅行日数が足りなかった

距離が遠かった

公共交通のアクセスが悪かった

公共交通でのアクセスがわからなかった

渋滞等で混雑するのが嫌だった

調べてみたらあまり地域全体が魅力的でなかった

魅力的な観光地や施設がなかった

魅力的な飲食施設がなかった

魅力的な宿泊施設がなかった

魅力的なアクティビティがなかった

お金がかかりそうだった

訪れるべき場所がわからなかった

情報があまりなかった

天候が良くなかった

その他

N=163

複数回答可

公共交通を

理由にする人

やんばる地域への来訪を
検討したか※

やんばる地域を来訪したか※

沖縄県への
宿泊旅行者
100％

（N＝1,843）

来訪を検討した
62%

（N＝1,135）

来訪を
検討していない
38％
(N=708)

来訪した
53%

（N＝972）

来訪していない
9%（N=163）

来訪を
検討していない
38％
(N=708)

北部地域への来訪検討有無および来訪有無 北部地域への来訪を検討したが来訪しなかった理由
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やんばる地域の観光来訪状況（観光需要の推定）

やんばる地域の観光需要ポテンシャル

項目 数値 単位 出所

① 入域観光客数（国内） 753.6 万人／年 令和6年入域観光客概況（沖縄県）

② やんばる地域の来訪検討率 62% - やんばるDMOブランディング調査アンケート

③ やんばる地域の来訪検討後の来訪率 86% - やんばるDMOブランディング調査アンケート

④ やんばる地域への来訪率 53% - やんばるDMOブランディング調査アンケート（②×③）

⑤ やんばる地域への来訪を検討しない沖縄県旅行者数 286.4 万人／年 ①×（100%-②）

⑥ やんばる地域への来訪を検討する沖縄県旅行者数 467.2 万人／年 ①×②

⑦ ーやんばる地域に来訪する沖縄県旅行者数 401.8 万人／年 ⑥×③

⑧ ーやんばる地域に来訪しない沖縄県旅行者数 65.4 万人／年 ⑥×（100%-③）

⑨ ・公共交通でのアクセスの悪さを理由にする人の割合 21% - やんばるDMOブランディング調査アンケート

⑩ →公共交通でのアクセスの悪さを理由にやんばる地域に来訪しない人 13.7 万人／年 ⑧×⑨

⑪ ・公共交通でのアクセスの分かりにくさを理由にする人の割合 11% - やんばるDMOブランディング調査アンケート

⑫ →公共交通でのアクセスの分かりにくさを理由にやんばる地域に来訪しない人 7.2 万人／年 ⑧×⑪

顕在需要

潜在需要

既にやんばる地域に来訪している人

やんばる地域が検討土台に上がっていない人

やんばる地域を検討しても選択しない人

公共交通のアクセスの悪さが理由のひとつ

公共交通の分かりにくさが理由のひとつ

401.8万人/年

286.4万人/年

65.4万人/年

13.7万人/年

7.2万人/年

滞在箇所数・滞在時間の増加による消費額増加

検討土台にあげるための魅力の訴求

選択させるための魅力の向上、阻害要因の排除

公共交通の利便性向上

公共交通の分かりやすさ向上

推定値 必要な取り組み

＜参考＞推定値の算出方法
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略

26

PDCAを回す

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると

やんばるエリア観光事業者、12市町村の観光協会や自治体観光課の為の

稼ぐ観光のためのマーケティング環境の提供



取得方法
指標の種別

現状数値
KGI KPI

観光経済効果の最大化

観光客数・滞在の増加

1 延べ宿泊者数 • 観光事業者（宿泊施設のみ）へ調査表 〇 -

2 月別来訪者数の平準化率 • DMPで実装予定の入込客数から計算 〇 -

3 平均宿泊数 • ハッピーアンケート 〇 1.64泊

4 平均客室稼働率* • DMP 〇 確認中

消費額・経済波及効果

5 一人あたり旅行消費額 • ハッピーアンケート 〇 70,897円**

6 旅行消費額
• 日本観光振興協会の来訪者 ×平均旅行消費額

（ハッピーアンケート）を想定
〇 -

7 経済波及効果*
• DMPデータを活用予定。構成する指標によっては、数値の更新が

遅れることもあるため、掲出の仕方は検討が必要
〇 -

地域の所得の向上

事業者の稼ぐ力 8 観光事業者の平均給与 • 観光事業者へと調査する必要あり 〇 -

9 地域の平均所得 • 沖縄県統計を利用（数値の更新は遅れるため、掲出は要検討） 〇 -

観光客の満足度の向上

体験満足の拡大
10 来訪者満足度（5段階評価） • ハッピーアンケート 〇 4.49pt***

11 来訪者推奨意向（NPS） • ハッピーアンケート 〇 31pt

住民の観光に対する姿勢

住民の受容性 12 持続可能な観光に対する住民満足度 • やんばる地域住民向けアンケート 〇 データ整備中

観光事業者の満足度 13 観光業界事業者の満足度 • 観光事業者へ調査表 〇 -

DMOの組織的運営

組織運営・人材 14 職員の満足度 • 職員面談/調査表 〇 -

財務の安定 15 安定財源確保率 • 決算資料を基に作成 〇 -

KGI/KPIを設定してPDCAを回していく あるべき姿

今後詳細に
決めていく

27



主要KPIの考え方（１）観光客

入込人数
満足度や推奨意向
リピート率

消費額（≒滞在時間）

1人あたり消費額
周遊数
宿泊延数
（宿泊稼働率）

観光消費額

閑散期を埋める

観光客属性やニーズ
に合わせたコンテンツ造成

※目標数値は、追って設定してく28

（地域循環率を意識して）

28



主要KPIの考え方（２）地域住民

観光客との接点
観光関連従事者数
会員数

地域への誇り
観光地域づくりへの参画
地域を学ぶ機会

住民幸福度

地域住民の巻き込み

観光関連での所得の向上

※目標数値は、追って設定してく29



KPI達成に向けて

１.   北部地域観光DMP構築事業

２．北部地域観光周遊計画策定業務

３．本部港クルーズ船受入体制構築・支援業務

４．北部地域観光人材育成業務

まずは今年度
昨年度に北部広域市町村圏事務組合で起ち上げてくれた

リーディング事業を引き継いでスタート
30



やんばる - 沖縄県北部 – 公式観光サイト

31

イベント情報
ツアー・アクティビティ情報
観光スポット情報

AIを活用した観光案内

沖縄観光コンベンションビューローとの連携

やんばる観光データポータルサイト
Yambaru Tourism Data Portal

https://yambaru-tour.net/business/dmp/

１.   北部地域観光DMP構築事業

https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/


沖縄県北部の観光交通ネットワークの構築の考え方
沖縄県北部地域では、観光資源が広域に点在している一方で、観光交通の多くが那覇空港からのレンタカー利用に依存しており、
交通渋滞や環境負荷、交通弱者の移動制約といった課題が顕在化している。これらの課題を解決し、誰もが快適に周遊できる観光
地を実現するため、幅広い移動手段を選択できる観光エリアの構築を目指す。

拠点とネットワーク構築の考え方

• 観光客の移動ニーズや地域特性を踏まえ三層構造で整理し、それぞれに
適した交通手段と連携体制の構築を目指すことで、沖縄北部地域におけ

る観光周遊の利便性向上と観光資源の面的活用を図る

沖縄県を縦断する
広域拠点間の移動

北部内の
地域拠点間の移動

地域拠点周辺の
観光資源等への移動

広域連携
・アクセス強化

面的展開
・地域間連携

ラスト
ワンマイル

那覇空港や中南部から
北部へのアクセスを円
滑にし、観光客の北部

への流入を促進

北部地域内の主要観光
拠点を結び、面的な観

光の促進

拠点から徒歩圏外の観
光資源へのアクセスを
確保し、滞在時間と満
足度の向上を図る

観光客
流入促進

全体の誘客を増やす

（ボリュームの底上

げ）

北部地域

那覇
那覇空港

中南部拠点

機
能

層

効
果

イ
メ
ー
ジ

中南部

北部地域内の回遊を促す（訪問箇所増加）

観光拠点間の
回遊を促す

観光拠点周辺の
回遊を促す

利
点

周遊手段の選択肢を広げるネットワークの構築

• 現在、観光客の移動手段はレンタカーに大きく依存

• 本事業を契機に観光客のレンタカー以外の移動手段の選択肢を広げ、
環境負荷の軽減をはかりつつ、誰もが移動しやすい観光地を目指す

観
光
移
動

欠
点

北部の各観光地

レンタカー

レンタカー

パターン①

90%

パターン② パターン③

公共交通

レンタカー

公共交通

公共交通

•好きな時間
に好きな場

所にアクセ
ス可能

•中南部でのレ
ンタカー貸出
の時間削減

•運転疲れ低減

•免許を持って
いない・運転
したくない人
も観光できる

•運転が必要
•レンタカー

貸出時間
•①〜③の間

•公共交通の
ネットワー

クやダイヤ
に依存

パターン④

レンタカー

北部の観光拠点

中南部

10%未満

公共交通

現
状

•中南部にも
立ち寄りが

可能

•公共交通の
ネットワー

クやダイヤ
に依存

２．北部地域観光周遊計画策定業務
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R8年度実施内容（案）
調査や各12市町村における観光部署、観光協会、生活交通部署、交通事業者等へのヒアリング内容を踏まえて、下記の取
組案や実証案を想定した。

①

北部エリアに係る民間高速バス、路線・自治体バス、
シャトル、オンデマンド、ライドシェア、レンタ＆
シェアサイクル、カーシェア、レンタカー等のすべ
ての交通情報の一元化サイト・ページの構築

【当面の機能（案）】

• 観光周遊ルート

• アクセスマップ

【機能の必要性も含めて検討】

• 経路検索（多手段比較）
：施設to施設（時間・費用・乗換・CO2）

• 旅程生成
：複数スポット、自動時刻連携、滞在時間

調整など

• チケット連携
：予約（周遊パス、シャトル、オンデマンド、

体験）

• 多言語対応

実証内容（案）

交通情報
統一サイトの
構築に向けた
検討・調整

②

商品販売
（周遊パス
等）実証化へ
向けた検討・

調整

• 周遊パス：
路線バス、シャトル、オンデマンド、自治体バ
スの共通電子チケット（連携できるものから）
＋連携施設の得点（飲食・体験割引）

• バス商品販売（福井のようなイメージ）

• セット商品（例：名護発・国頭1日周遊、たん
ばる体験、飲食クーポン）

• 清算（乗車記録等による事前・事後清算）

③

シ
ャ
ト
ル
A

④

シ
ャ
ト
ル
B
・
C

⑤

シ
ャ
ト
ル
D

名護市街地から運天港を本部半島を経由せず、船
のダイヤに合わせて直接運行する

役
割

北部幹線（面積周遊の「幹」）を構築

・名護バスターミナル

・道の駅おおぎみやんばるの森ビジターセンター

東村のオンデマンドと接続

・道の駅ゆいゆい国頭

国頭村の国頭村周遊バス、くにがみAIバスと接続

・中継候補

停
留

役
割

観光回遊・住民の買物・飲食アクセス改善（共生モデル
の構築）

南北に長いので、２系統（エリア）で運行

県道88系：
屋嘉（金武）– 恩納（ホテル群・飲食街）

県道104系：
字金武 – 字安富祖（恩納）

設
計

役
割

離島への効率的なアクセス

内
容

取組内容（案）

２．北部地域観光周遊計画策定業務
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R7年度寄港実績及び予定

No 入港日時 出港日時 船名 総トン数(GT) 船籍 乗船人数（概算）

1 2025/11/23（日）10:00 2025/11/24（月）14:00 にっぽん丸 22,472 日本 200名

2 2025/11/26（火）07:00 2025/11/26（水）22:00 CORAL GEOGRAPHER 5,602
オーストラリ

ア
120名

3 2026/3/3（火）21:45 2026/3/4（水）21:30 LE JACQUES CARTIER 9,988 フランス 294名

4 2026/3/10（火）10:30 2026/3/10（火）21:00 飛鳥Ⅲ 52,200 日本 950名

R7年度寄港実績およびR8年度寄港予定

R8年度寄港予定

No 入港日時 出港日時 船名 総トン数(GT) 船籍 乗船人数（概算）

1 2026/6/5 (金) 13:00 2026/6/5 (金) 18:30 LE SOLEAL 10,992 フランス 404名

2 2026/10/25 (日) 7:00 2026/10/25 (日) 18:00 MITSUI OCEAN FUJI 32,477 日本 458名

3 2027/1/23 (土) 7:30 2027/1/23 (土) 17:00
MITSUI OCEAN 

SAKURA
32,477 日本 458名

4 2027/1/28 (木) 7:30 2027/1/28 (木) 17:00
MITSUI OCEAN 

SAKURA
32,477 日本 458名

5 2027/3/15 (月) 7:30 2027/3/15 (月) 19:00 飛鳥Ⅲ 52,265 日本 740名

6 2027/3/19 (金) 9:00 2027/3/19 (金) 19:00 LUMINARA 46,750 アメリカ 448名

18

３．本部港クルーズ船受入体制構築・支援業務
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４．北部地域観光人材育成業務
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やんばるブランドコンセプトの確立
地域の人たちが「やんばるとは？」に

同じことを語れる世界を目指す

やんばるハッピーアンケート（観光客実態調査）から、AIが導き出したブランドコンセプト例

12市町村でブランドWSを開催しながら
やんばるが1つになっていく合意形成を仕掛けていく 36

これまでに無かった新たなチャレンジ



37

株式会社TiBee 代表取締役
編集者・プロデューサー
浅倉彩
https://tibee.co.jp/

沖縄やんばるDMO
ブランディング・スタイリスト

写真家・フォトグラファー
Chris Willson
https://travel67.com/

沖縄やんばるDMO
オフィシャル・フォトグラファー

イギリス出身のフォトグラファー、写真・動画クリエイター、

トラベルライターとし活動、現在は沖縄県本部町を拠点に活動。

https://tibee.co.jp/
https://travel67.com/


KPI達成の為の5つの戦略の柱（案）
やんばる地域として取り組むべき重点を、5つの柱に整理。

01

やんばるブランド

の確立

沖縄県の一大デスティネーシ

ョンとして

主要アクション

地域全体のブランディング

（イメージづくり）と統一

的なプロモーション活動、

各市町村活動を支える基盤

整備

02

効果の地域全体へ

の波及

観光のもたらす効果を域内全

域へ

主要アクション

観光客の流動化施策(東海岸

・離島への周遊促進)

観光公共交通網の整備、や

んばるらしい観光コンテン

ツづくりと磨きあげ

03

効果の可視化と

情報提供

ステークホルダーの活動を支

援

主要アクション

観光関連データ(DMP)の収

集・整備と情報提供

04

受け入れ体制の

構築

あらゆる人がやんばるを楽し

めるように

主要アクション

受入環境整備(交通基点整備

〔バスターミナル・本部

港〕・インバウンド・観光

案内)、人材育成

05

持続可能な観光地

づくり

観光と自然・住民生活の両立

主要アクション

ルール・マナーの策定・普

及、観光危機管理体制、入

域規制等の整備

38ターゲット別に、複層的に積み上げていく

住民満足度平均客室稼働率
観光客満足度

平均客室稼働率
推奨意向 /住民満足度

平均客室稼働率
観光客満足度/住民満足度

旅行消費額 / 経済波及効果



沖縄やんばるDMO
の役割



沖縄やんばるDMO

沖縄やんばるDMOとOCVB、地域観光協会の役割
沖縄県内には沖縄観光コンベンションビューローが、またやんばる地域内には１２の観光協会があるが、やんばるＤＭＯはその中間に位置し、

“地域の各市町村・観光協会に横ぐしを指し、地域全体の観光振興を底上げ”する位置づけ

観光コンテンツ（商品）造成と磨きあげ
やんばるエリア内での

線や面での展開沖縄県全体への集客 40



沖縄やんばるDMO
実行体制



代表理事 中村 靖
                     (一般社団法人沖縄やんばるDMO）

理事 渡具知 武豊
                     (北部広域市町村圏事務組合 理事長）

理事 比嘉 明男
                   （沖縄北部地域観光協会 会長）

理事 林 優子
                   （公立大学法人名桜大学 教授）

理事 湧川 盛順
                   （一般財団法人沖縄美ら島財団 理事長）

理事 佐藤 大介
                     （株式会社ジャパンエンターテイメント 取締役副社長）

理事 前田 裕子
                   （株式会社前田産業ホテルズ 取締役会長）

理事 山城 克己
                   （沖縄県バス協会 会長）

理事 當山 智士
                   （NPO法人ツール・ド・おきなわ協会 実行委員長）

監事 譜久村 親
                   （株式会社みらいおきなわ 代表取締役社長）

理事（9名）・監事（1名）

社員（3社）

北部広域市町村圏事務組合
沖縄北部地域観光協会
公立大学法人 名桜大学

一般社団法人沖縄やんばるDMO

組織体制

2026年4月1日時点

42

No 雇用形態 出向・派遣元企業

1採用 -

2出向 株式会社PUREWORKS沖縄

3出向 オリオンホテル株式会社

4出向 株式会社沖縄銀行

5出向 株式会社日本旅行沖縄

No 雇用形態 出向・派遣元企業

6出向 一般財団法人沖縄美ら島財団

7出向 日本トランスオーシャン航空株式会社

8派遣 北部港運株式会社

9派遣 NTT西日本株式会社



沖縄やんばるDMO 会員紹介（人的支援）

株式会社PUREWORKS沖縄 オリオンホテル株式会社 株式会社沖縄銀行

NTT西日本株式会社 沖縄支店 株式会社日本旅行沖縄 北部港運株式会社

一般財団法人沖縄美ら島財団 日本トランスオーシャン航空株式会社

※左上から右に会員申込順
43



沖縄やんばるDMO 会員紹介（金銭的支援/物的・技術支援）

44

ホールアース自然学校沖縄校がじゅまる自然学校

STARGATE ENTERTAINMENT

株式会社伊江島観光バス北部営業所

株式会社沖縄どきどきツアーズ

株式会社沖成ガード

沖縄観光商事株式会社 海の旅亭おきなわ名嘉真荘

株式会社ゆがふホールディングス

株式会社沖縄映像センター北部営業所

やんばる案内人Tida-Smile

株式会社琉球若草

ＫＡＮＡＵ株式会社 古宇利島の駅ソラハシ

株式会社前田産業ホテルズ

株式会社近畿日本ツーリスト沖縄

沖縄JTB株式会社

名護市観光協会青年部STEP

株式会社カヌチャベイリゾート

一般社団法人沖縄県サイクルスポーツ振興協会

合同会社Star51

株式会社わんさか（わんさか大浦パーク）

沖縄ツーリスト株式会社

株式会社エバーグリーンモビリティ

沖縄セルラー電話株式会社

株式会社地域創生Coデザイン研究所

沖縄トヨタ自動車株式会社

株式会社AMS設計

アスムイハイクス

アトリエマンセル 岡田 宗徳

株式会社ハートボイルド

WHILL株式会社

やんばる工房株式会社

株式会社サポートスタッフ沖縄

株式会社山浩商事

名護漁業協同組合

TIS株式会社

株式会社丸金交通

OTS MICE MANAGEMENT株式会社

株式会社日建ハウジング やんばる支店

株式会社Region

OSC株式会社

屋我地エコツーネット

株式会社森のガラス館



12市町村

名護市

国頭村

大宜味村

東村

今帰仁村

本部町

恩納村

宜野座村

金武町

伊江村

伊平屋村

伊是名村

12市町村観光協会

公益財団法人名護市観光協会

一般社団法人国頭村観光協会

一般社団法人 大宜味村観光協会

NPO法人 東村観光推進協議会

一般社団法人今帰仁村観光協会

一般社団法人 本部町観光協会

一般社団法人 恩納村観光協会

一般社団法人宜野座村観光協会

一般社団法人 金武町観光協会

伊江島観光協会

一般社団法人 伊平屋島観光協会

一般社団法人いぜな島観光協会

沖縄やんばるDMO 会員紹介（行政/観光協会/教育機関）

会員数 73 企業・団体 2026年5月31日時点

45



北部12市町村の観光協会と商工会会員は、会員費無料 46



4月からの活動



やんばる内を36エリアに分けて
約160箇所に告知QRコードを設置

QRコードを読み取って
アンケートに答えると
抽選でプレゼント

2026年4月24日からスタート！

アンケート協力の呼びかけをお願いします！ 48



やんばる観光実態分析説明会の実施

分析資料は、Yam−D内でダウンロード可能 49



名護漁業協働組合とは、名護市観光情報センターを
交通の拠点としての活用も視野に協議を開始

４月 ８日 名護ロータリークラブ
４月２７日 沖縄銀行名護、本部支店取引先懇親会
５月 ７日 名護市商工会三役会
５月１８日 名護漁業協同組合
５月２０日 全国空き家アドバイザー協議会沖縄県名護支部
５月２７日 沖縄観光コンベンションビューロー
５月２７日 奄美・沖縄ガイドネットワーク
５月２９日 沖縄県文化観光スポーツ部
５月２９日 北部法人会通常総会

沖縄やんばるDMO 事業説明 & 会員募集の活動

50



やんばる -沖縄県北部- 公式観光サイトやSNSでの情報発信活動

台風6号への注意喚起も展開
51



2026年6月2日 沖縄タイムス

2026 年5月23日 沖縄タイムス
2026年5月26日 琉球新報

2026年5月8日 琉球新報

沖縄総合事務局の広報誌「むりぶし」5・6月号 52



53

「やんばる」を守ることで発展する

日頃の生活を（有料で）お裾分けをする
住んで善し、訪れて善し の観光による「まちづくり」

「やんばる」には、世界の最先端がある

一度無くすと、二度と取り戻せないものを守っていく
地域固有の自然景観と祖先崇拝の文化

「やんばる」から世界を変えていける可能性
53



54

「保護」と「振興」の二項対立を乗り越えるチャレンジ
沖縄やんばるDMOの活動の根源は、やんばるの奇跡的な自然と、そこで生まれた文化、つまり「生命の輝き」を守り、
未来へ継承すること。そして、その価値を地域経済の力に変え、一過性ではない「持続可能な豊かさ」を実現していく。

54



やんばるの挑戦は、沖縄全体の挑戦です。

私たちは、「世界に誇るやんばるの「生命の輝き」を未来へ繋ぎ、持続可能な豊かさを地域にもたらす」存在として取組み、
やんばるを「住んで善し、訪れて善し」の、世界が羨む持続可能の地域として「来た時よりも美しく」繋いでいく覚悟です。

この取組みは、私たちだけでは成し遂げられません。
沖縄県、そして全ての関係者の皆様と共に、やんばるの、そして沖縄の輝かしい未来を創造していきたいと強く願っています。

沖縄やんばるDMO 一同



毎月第1水曜日 YDPM（Yambaru Destination Players Meeting）

＠Nago Acceleration Garage

「やんばる」エリアで観光に関係してしまっている方々による、
ゆる〜い繋がりをしてしまっているコミュニティです。
参加資格は、やんばるへの愛を持っていること。
毎月の第1水曜日に、ゆる〜く集まる場をつくっていきます。



やんばる観光データポータルサイト
Yambaru Tourism Data Portal

https://yambaru-tour.net/business/dmp/

https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/
https://yambaru-tour.net/business/dmp/
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